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第 2章複素数と方程式

高次方程式

(1)  3次式 x 3ー (2α- 1)x2-2(α-1)x + 2
を因数分解せよ .

(2)  x に関する方程式
x 3 ー (2α-1)x2- 2 (α- 1 ) x + 2 =0

が異なる 3つの実数解をもつような αの値の範囲を求めよ.

(1)  3次式の因数分解といえば，因数定理(図 ).
もちろん，これで解答が作れます(解 1 ) が，数学 I で

i  文字が 2種類以上ある式を因数分解するときは，次数の一番低 j

い文字について整理する

ということを学んでいます (数学 1 .  A 園間n )
復習も兼ねて，こちらでも解答を作ってみます(解 n ).

(2)  (1)より， (1 次式) ( 2次式)=0 の形にできました.
1次式= 0 から解が決まるので， 2次式= 0 が異なる 2つの実数解をもて

ばよいように思えますが，これだけでは不十分です.

(1)  (解 I)
f(x)=x3ー (2α-1)x2-2(α-1)x+2 とおく.
f(- 1)=-1一(2a一1)+2(α-1)+2

=  - 1 - 2 a + 1  + 2α- 2 + 2 = 0  
よって，f(x) は x + 1 を因数にもち，

f(x)=(x+ 1)(x2- 2αx + 2)  
(解 11)
x 3ー (2a -1)x2一2(α-1)x+2
= ( x3 +  x 2 +2x+2) - 2(x2+ x )α 
= x2( x +  1)+2(x+ 1)-2x(x+ 1)α 
= ( x +  1){(x2 +2)-2αx} 
=(x+1)(x2- 2αx+2) 

‘rf(x)= J とおくの
は，因数定理を使う
準備‘x に数字を代入した
ときに，a が消える
ことから，f(-l)=O 
を想像する
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第 5章指数関数と対数関数

指数不等式

次の不等式を解け.
、 f 1  ¥X 1 フ + ，(1) 43 < 8x(X-1) (2)  > 一 (3) 22 X- 2x + 1- 8 < O  ¥  2  J  - 4  

指数不等式は，最終的に αX'<αX2 の形を目指します. また，指数
方程式を解けることが必要ですが，それだけでは十分で、はありませ
ん. それは，次のような重要な性質があるからです.

r  X1<X2 (1< αのとき)αX'<αX2 l  X1>X2 (0< α< 1 のとき)
要するに，底が 1 より大きいか小さいかによって， 不等号の向きが変化してし
まう ことがあるからです. このことは，グラフをかいてみるとよくわかります.

y  y=αz  

。I X， Xl X  

1<αのとき

(1)  26 <  23 X(xー 1)
底= 2 (> 1) だから，
6<3x(x-1) +--コ (x+1)(x-2)>O
x < -I， 2 < x  

(2)  (よY A = 何> ( 斗2

底= 士(< 1) だから，x < 2  

図 底が l より小さいことがイヤならば，r  =(a-1)x=a-X を利用すれば

X  

。〈α< 1 のとき

‘途中経過は
図 と同じ‘2次不等式の解法は
数学 1 .  A 図 参照

...不等号の向きが変わ
ることに注意!

第 6章微分法と積分法

微分法の方程式への応用

αは実数とする . 3 次方程式が+5x2+3x一α= 0 の異なる実
数解の個数は， αの値によって変化する. この方程式が異なる 3
つの実数解をもつような αの値の範囲を求めよ.

定数を含んだ方程式の解について議論するとき，
f(x)= αと変形して，ν=f(x) と ν=α のグラフの共有点の x
座標がもとの方程式の解である

ことを利用するのが基本方針です. この考え方は定数分離といわれますが， 3  
次方程式以外の方程式でも通用します. また，定数分離の考え方が使えない問
題図 もありますから， (別解) の考え方も知っておきましょう.

(a をz と分離して求める方法)
x3+5x2+3x=α 

rY=が+5x2+3x ……①より l A のグラフで考える.
l  y=a ......vv 

①の右辺を f(x) とおく . f b ) = 3 22+10z+3=(z+3)(3z+1)U
であるから増減は表のようになる.

- 3  l  
Z  3  
!'(x) +  。 。+  

f(x) F  9  、 13 ノ27 
よって，y =  t(x) のグラフは右図のようになり， ‘x 軸に平行な直線①
このグラフと②のグラフが異なる 3点で交われば を動かして考える

13  よいので， 一一一< α< 927  
このタイプの問題は，頻出パターンですが，設問の中では，
この他にも様々な要求がされています. たとえば，次のよう
なものです.
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国 等比数列 (n)

初項から第 10項までの和が 3，第 11 項から第 30項までの和が
18 の等比数列がある. この等比数列の第 31 項から第 60 項まで
の和を求めよ.

第 11 項から第 30項までの和の考え方は次の 2つ.
1. 530- 510 ll. 第 III買を改めて初項と考えなおす

初項を a，公比を r とおくと，rキ1 だから，
4子よ= 3 ①，4 P L山 =21 一②

求める和むとすると 5 + 2 1 =立与立 ③ r - l  ‘阻J1  
②÷① より， ‘わり算をすると， αが消える
(r10)2+r10+ 1 = 7  <--二三 (r lO)2+ァ10-6=0

にコ (r10+3)(r10-2)=0
r10= 2 ・…ー④

このとき， ①より，三1=3 ⑤ 

④，⑤を①に代入して， 5=3(26ー 1)- 21=168
a(r10- 1) αr10(r20-1) (別解) 竺ミム3 ①， r - l  =18 
吋r30-1)ミ 5 = ① …解町 側 目

ポイント l  
j数列を途中から加えるときは，項数に注意

初項 a，公比 r の等比数列の，初項から第 3項までの和が 80，第
4項から第 6項までの和が 640 のとき，r の値を求めよ.
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国 エ記号を用いた和の計算 (皿)

次の数列の一般項と第η項までの和を求めよ.
1  1  1  1  
1・2' 2・3' 3・4' 4・5'  

の形に変形できれば 2 計算ができます. 実は，この形は 2 計算の
基本形で，第 h 項がこの形に変形できれば，必ず L:計算ができます. この考え

方は，教科書のか2 = i n ( n +l)(2η+1) の証明にも使われています
ド 1" 6  

与えられた数列の一般項はう上寸n (n + ll  
1  1  1  

'- ' - で，京五平rr=k- k + 1 だから， 4部分分数に分ける
求める和を S とすると

¥-し一一

1 ム( 1  1  ¥  s= L:--.-τ宅でで= ヤ[一一一一一lk"-;'l k(た+υ k"-;'l¥ k  k + l) 

=(1-お+仕切+伎一切+...+(ミ-
= 1 - = 2  一一一 -n + 1  n + l  ‘途中が消えてしま

うところがポイン卜

、0 ポイント i  n  
i  E 1{f (h)- f( h +1)} = f(ト j(η+1)

次の数列の一般項と第n 項までの和を求めよ.
1  1 1 1  
1・3' 3・5' 5-7' 7・9'
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国 ベクトル方程式 (n )

4点 0(0，0)， A(3， 0)， B(2， 2)， C(4， 1) が与えられている.
点 P(x，y) が 13δ予-δ五- 0 0 - δご1=3 をみたしているとき，
x， y のみたす方程式を求めよ .

30P-δ互- O E - O C = 3 ( x，ジ)一(3，0)一(2，2)一(4，1) 
=3(x-3， y一1)

l(x-3， y-l)l=l 戸三 (x-3)2+ (y- l)2= 1
(別解) 与えられた条件式を 3でわると「δ五+子+記|O P一 1=1，ムA B C の重心を G とすると，
ldP-dGl=l :. IGPI=l ...，国

よって， P はG を中心，半径 lの円周上を動く . ( 上図参照)
G(3， 1) だから， P の軌跡の方程式は (x- 3)2+  (y - 1)2= 1  
園 このように「おきかえることによってベクトルの数械らす」こ些 とが非成分タイプの軌跡では基本方針になります (ゆ演習問題 155)

ポイント (点 C を中心とする半径ァの円周上の点P は
:  ICPI=ァをみたす

平面上に 4点 0，A ， B， C があり， C A + 2 C B + 3 Cδ=百をみた
している. このとき，次の間いに答えよ.
(1)  a=δ互，b=δE とするとき， δ己を 2 と5で表せ.
(2)  線分 O B を1:2に内分する点を D とおくとき， δB をEで表せ.
(3)  A がO を中心とする半径 12 の円周上を動くとき，点 C の軌跡
を求めよ.

圃250

園
第 8章ベクトル

直方体

右図のような直方体 O A D B - C E F G において，
O A =α， O B = b， O C = c とおく .

Ibl=2， lel=3 とし， 2点 E，G を通る c  
直線を J とする.
(1)  O E， O G をα，b， c で表せ.
(2)  P を J上の点とする. このとき， O P は実数
t を用いて， O P = O E + tEG と表せる.
(ア) O P上E G となる tの値を求めよ.
付) ムO E P が二等辺三角形となるとき， tの
値をすべて求めよ.

(2)  (ア) δP， b， Cで表し， lal=l， Ibl=2， 
Icl=3， a・b = b・c = c'a= O を用いて計算すれば，tの方程式が
でできます. これを解けば答えはでできます.

(イ) 二等辺三角形という条件は要注意です. それはどの 2辺が等しいかによっ
て， 3つの場合が考えられるからです.

(  1) δE=δ互+ o c =石+ c
O G = O B + O C = b + c  

(2)(ア) δ予=δE + t E G =δE十 t(δ否-δE)
=a+c+t(b-a) 
=(1- t)a +  tb+c 

OP'EG=O だ、治、ら
{(l-t)三+tb+c}・(b-a)=O
戸コ (t-1)laI2+tlbI2= 0 (・.- 2・b = b・Z=J・a=O)

lal=l， Ibl=2 より
t-1 +4t=0 

・ t= 5  

第 8章ベクトル

角の 2等分ベクトルの扱い (n)

A B = 5， B C = 7， C A = 3 をみたすムA B C について，次の間い
に答えよ .
(1)  L A の 2等分線と辺 B C の交点を D とするとき，互百を A B，
互己で表せ.

(2)  ζB の 2等分線と線分 A D の交点を I とするとき， AI: ID 
を求めよ.

(3) 亙を互13，互ごで表せ.
(4) 始点を O とし，百をδ互， δ13，δ己で表せ.

(1)  角の 2等分ベクトルの扱い方の 2つ目です.
右図のとき，次の性質を利用します.
A B :  A C = B D  :  D C  (数学 1 .  A図)

(2)  三角形の内角の 2等分線は l点で交わり，その点は，
内心と呼ばれます.

バ¥
(4)  これは「始点を変えよ」ということですが，この結果が問題なのです. ウ
ソのようにきれいな関係式がでできます. たまには，数学の美しさを鑑賞す
るのも悪くはないでしょう .

(1)  BD: D C = A B  :  A C = 5  :  3  
3玉吉+ 5 A E 分線と辺の比A D =  

‘回
国 右図的印は「長さ」ではなく「比」を表して 5_""""-ふ""-3
います _"，.，:f4 手'--]1 "  

5  35 B，，--⑤.--/白¥③/ C
(2)  B D = 7 X一= 一一8  8  

35 AI :  ID=BA :  BD=5 :一一=8:7 ‘2等分線と辺の比8  
園 ζB はムA B C の内角の lつといえますが，ムA B D の内角の lつ
ともいうことができます.


